まをにお使いいただくために必ずお守りください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために守って 
いただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、本書に 
は弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関するを意事項も記載され 
ています。 

パソコンの故障/トラブルや、データの消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製品の故 
障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 


使用している表示と給記号の意味 


警告表示の意味 


八警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示のミ主意事項を守らない 
と、使用者が死！::または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

/ j \ 注意 

この表示のを意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考 
えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 AS ) • の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告-ミ主意を促す内容を示します。（例： A 感電を意） 

S) 

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：®分解禁止） 

• 

しなければならない行為を示します。（例：运プラグをコンセントから抜く） 


A 警告 


〇 

強制 

本製品を取り付け、使用ずる際は、必ずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示ず 
る警告やを意指示に従ってください。 

分解禁止 

本製品の分解-改造-修理を自分でしないでください。 

火災•感電-故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断りすることがあります。 

(S) 

禁止 

AC 100 V (50/60 Hz 似外のコンセントには、絶対に電源プラグを差し込まないでください。 

海外などで異なる電圧で使用すると、ショートしたり、発煙、火災の恐れがあります。 

〇 

強制 

電源プラグは、コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがあります。 

禁止 

電源ケーブルを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。 

•設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。 

-重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

•熱器具を近付けたり、加熱しないでください。 

-電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

-極端に折り曲げないでください。 

-電源ケーブルを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポートセンターまたは、お買い上げの販売店にご相談ください。 


〇 電気誤品の内部やケースレ、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないように機器を配置してください。 

さわってけがをする恐れがあります。 

強制 


〇 小さなお子様が電気製品を使用ずる場合には、本製品の取り扱い方法を理解した大人の監 
視、指導のもとで行うようにしてください。 

強制 


濡れた手で本製品に触れないでください。 

電源ケーブルがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コンセントに接続されていなくても、 
禁止 本製品の故障の原因となります。 


¢ g ^ 煙が出たり変な臭いや音がしたら、ずぐにパソコン及び周辺機器の電源スイッチを OFF に 

^ し、コンセントから電源プラグを抜いてください。 

電源 プフグを そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。 

お、弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電や故障する恐れがあります。 

水場での 
使用禁止 


¢ g ^ 本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体や異物が内部に入 

& ってしまったら、ずぐにコンセントから電源プラグを抜いてください。 

電源：/?グをそのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポートセンターまたは、お買い 
抜 < 求めの販売店にご相談ください。 


USB ケーブル、 IEEE 1394 ケーブルは、本製品付属のものまたは弊社製のものをご使用ください。 

本製品付属または弊社製]^乂外の USB ケーブル、 IEEE 1 394ケーブルをご使用になると、電圧の端子や極性が異なることがあ 
禁止 るため、発煙、発火の恐れがあります。本製品の故障の原因ともなります。 


^ 本製品は售体を利用して内部からの熱を放熱していまず。屋体表面が熱くなりまずが異常で 
はありません。熱がこもると故障の原因となりまずので、次の事項は行わないでください。 

禁止 . 本製品を積み重ねないでください。 

-本製品の上や周りに放熱を巧げるような物を置かないでください。 

-本製品に布などをかぶせないでください。 


〇 本製品の使用中および使用直後は屋体表面が熱くなっていまず。本製品に触れるときは電源 
スイツチを OFF にした後、30分が上たってから作業をずることをおずずめしまず。 

強制 

A を意 


禁止 


〇 

強制 

を 

禁止 

禁止 


八ードディスク、 M 0、 フロッピーディスクドライブなどのデータ格納機器へのアクセス中 
は、パソコンや機器の電源を OFF にしたり、リセットしたりしないでください。 

データを消失、破損する恐れがあります。バックアップ作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその 
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシな 
ど）に手を触れて、身体の静電気を取り除いてください。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損させるおそれがあります。 


本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

本製品は精密機器ですので、衝撃を与えないように慎重に取り扱ってください。本製品の故障の原因となります。 


次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響 
を及ぼずことがありまず。 


強い磁界、静電気が発生するところ 

温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ 


ほこりの多いところ 
振動が発生するところ 
平らでないところ 
直き寸日光が当たるところ 
火気の周辺、または熱気のこもるところ 
漏電、漏水の危険があるところ 


一故障の原因となります。 

一けが、故障、破厦の原因となります。 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 
^故障や変形の原因となります。 

一故障や変形の原因となります。 

一故障や感電の原因となります。 


〇 

強制 

パソコンおよび周辺機器の取り扱いは、各マニュアルをよく読んで、各メーカーの定める手順 
に従ってください。 

〇 

強制 

本製品の取り付け、取り外しや、ソフトウェアをインス!ルずるときなど、お使いのパソ 
コン環境を少、しでも変更ずるときは、変更前に必ずパソコン内（八ードディスク等）のずベ 
てのデータを MO ディスク、フロッピーディスク等にバックアップしてください。 


誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害を最小限に抑え 
ることができます。 

バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承 
ください。 

〇 

各接続コネクタのチリやほこり等は、取りのぞいてください。また、各接続コネクタには手 
を触れないでください。 

強制 

故障の原因となります。 

S) 

禁止 

本製品の上に物を置かないでください。 

傷がついたり、故障の原因となります。 

S) 

禁止 

通風口をふさいだり、他の機器と密着させないでください。 

故障の原因となります。 

S) 

禁止 

Disk ランプが点滅している間は、電源スイッチを OFF にしたり、システムをリセットしたり 
しないでください。 

S) 

八ードディスク内のデータは、必ず他のメディア（フロッピーディスク、 MO ディスク等） 

にバックアップしてください。 

禁止 

とくに、修復、再現できない重要なデータは、オリジナルの更新前、更新後と、常に二重のバックアップを作成されること 
をおすすめします。次のような場合に、データが消失、破損する恐れがあります。 

•誤った使い方をしたとき •静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき •故障、修理などのとき 

•パソコンの電源スイッチを OFF にした直後に、すぐに電源スイッチを ON にしたとき 
-天災による被害を受けたとき 


上記の場合に限らずバックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

〇 

強制 

電源スイッチの ON / OFF は、少なくとも数秒の間隔をあけて行ってください。 

本製品の故障、データの消失、破損の恐れがあります。 

(S) 

禁止 

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品を巧かないでください。 

本製品の巧れは、乾いたきれいな布で拭いてください。ちれがひどい場合は、きれいな布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼ 
ってから拭き取ってください。 

S) 

禁止 

本製品内部からの放熱により製品が少し熱くなりまずが、異常ではありません。熱がこもる 
と故障の原因となりまずので、製品使用中は布などかぶせないようにしてください。 

〇 

強制 

本製品を廃棄ずるときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 


( 4 ) 


はじめにお読みください 
2008年6月17日第5版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 


35004866 ver . 05 [5-011 C 10-012 


HD - WIU 2/ R 1 シリーズ 

7ニユアル 


はじめにお読みください 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 



RAID (レイド)とは、複数の八ードディスクを組み合わせて1台の八ードディスクに見立て、大容量 
八ードディスクとして使用したり、故障時の復旧を容易にしたりするシステムです。本製品は、2 
台の八ードディスクで RAID を構築できます。八ードディスクの組み合わせかたにより、 RAID レべ 
ルが決められています。本製品が対応している RAID レベルは、次のとおりです。本製品をパソコン 
に接続する前に、どの RAID を構築するか（または構築しないか）を決めてください。 

■スパニングモード（大客量八ードディスクとして使用ずる） 

2台の八ードディスクを1台の大容量八ードディスクとして使う方法です。 0 S からは2台の八ード 
ディスクの容量を足した1台の大容量八ードディスクとして認識されます。スパニングモードで 
は、データを保護するしくみがありません。そのため、八ードディスクカリ台でも故障したら、す 
ベてのデータが読み出せなくなります。 

•八ードディスクの構成例 

HD - W 500 IU 2/ R 1 の場合： 500(250+250) G 目の八ードディスクとして認識します 


データ 

①②③④ 



八ードディスク2台分の 
全容量を使用できる 


■ RAID ! モード【ミラーリング/データをま全に保存したい） 

2台の八ードディスクに同じ内容のデータを書き込むことにより、データを保護します。一方の 
八ードディスクが故障しても、もう一方の八ードディスクにあるデータを読み出すことができるた 
め、そのまま使い続けることができます。また、故障した八ードディスクを新しい八ードディスク 
に交換すれば、元の RAID 1 の構成に戻すことができます。 0 S 上からは、1台の八ードディスクの容 
量しか認識されません。八ードディスクへのアクセス速度は、1台だけ使っている場合とほぼ同じ 
です。 

•八ードディスクの構成例 

HD - W 500 IU 2/ R 1 の場合： 250 GB の八ードディスクとして認識します 

データ 

①②③④" 

八ードディスクが1台故障 
しても元の状態に復旧できる 


自動的に同じデ 
一夕を書き込み 


データ 

①②③④ 

データ 

①②③④ 


■通常モード （ RAID を構築しない） 

RAID を構築しない（出荷時の状態）で使用します。本製品は2台の八ードディスクとして認識さ 
れ、それぞれに違うデータを保をできます。 

•八ードディスクの構成例 

HD - W 500 IU 2/ R 1 の場合： 250 GB の八ードディスクを2台認識します 


出荷時が態で 
使用ずる 


データ 

①②③④ ■ 

データ 

⑥⑥⑦⑥ ■ 


各八ードディスク 
に個別にアクセス 


データ 

①②③④ 

データ 

⑤⑥⑦⑥ 


RAID を構築ずるときのを意 

♦ RAID を設定ずる時は、本製品一台のみを接続し、他の USB 機器や IEEE 1 394機器は全て取 
り外しください。 

♦ RAID を設定ずると、本製品に保をされていたデータが全て消去されまず。 RAID の設定を 
行う前にバックアップを作成してください。 

♦ Mac OS X 10.2 .8 が降をお使いの場合は、本製品を IEEE 1 394で接続してください 。 USB 
で接続した場合、 RAID を構築できません。 


ち上へつづく‘ 



パソコンに接続してユーテイリテイを 
イン A 卜ールろる 

Windows 


本製品はまだ接続しないで< ださい。本製品は手順4で接続しまず。 

接続してしまい、「次の新しいドライバを検索していまず似下哟が表示されたとき肤[キャンセル]をクリックし 
て作業を続けてください。 




パソコンに接続している周辺機器(本製品を除く）の電源スイッチをずべ 
て ON にしまず。その後、パソコンの電源スイッチを ON にしまず。 

※起動中のアプリケーシヨンを全て終了します。 

※画面の色数は [High Colo 「(16 ビット)]が上に設定してください。256色が下では正しく表示されません。 

ユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

《Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら [ DnveNavi . exe の実行]をクリック 
してください。また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら[続行] 
をクリックします。 

XDriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 DnveNavi . exe 」 をダ 
ブルクリックしてください。 

※パソコンに DVD / CD ドライブがない場合は、弊社ホームぺージ （ buffalo . jp ) からセットアップ用ユ 




テイリテイをダウンロードできます。 

[かんたんスタート]をクリツクしまず。 


が降は画面の指示にしたがって本製品を取り付け、セットアップを行っ 
てください。 

《Windows Vista / XP / 2000 / Server 2003では、セットアップ中に RAID モードの変更を選択した場 
合、 RAID 設定ユーティリティが起動します。 RAID 変更手順は、うら面 「 RAID を構築する」をご参 
照ください。 

《Windows Vista / XP / 2000 / Server 2003では、セットアップ中に表示される画面の指示にしたがっ 
て NTFS 形式にフォーマットすることをおすすめします。 

X 「次の新しいドライバを検索しています少乂下略）」というメッセージが表示されたときは、 
[キャンセル]をクリックして作業を続行してください。再起動後に、自動的にドライバがインス 
トールされます。 

が上で接続とユーテイリテイのインス I -ールは完了でず。 

Windows Me /98 SE /98 をお使いの場合、および RAID を構築しない場合は、ステップ4へ 
進んでください。 

ステップ3は、 RAID を構築ずるための手順でず。 RAID を構築しない場合は必要ありません。 


Mac OS 


周辺機器（本製品を除く）ーコンピュータの順に電源スイッチを ON にしまず。 


本製品の電源を ON にし、コンピュータに接続しまず。 


コンピュータに1158ケ- 
ブルまたは IE 圧1394 
ケーブルを接席しまず。 



※本製品を接続すると「セットしたディ 
スクに Mac 0 S X で読み込めないボ 


U : 


-ムが含まれています」という 


USB ケーブルまたは 
尼 EE 1 394ケー:/ル 
(付属品） 


内容の警告メッセージ（日本語と英 
語、または日本語のみ）力凌示され 
ることがあります。日本語のメツ 
セージでは[キャンセル]、英語の 
メツセージでは [ Cancel ] をクリツ 
クしてください。 

《Mac OS 9.1 〜922をお使いの場合 
は、 E 圧1394で接続ずることをお勧 
めしまず。 

本製品は2台の八ードディスクを内蔵 
しております。 USB で接続した場 
合、八ードディスクが1つしか認識さ 
れず、本製品全体の容量の半分しか使 
用ずることができません。また、 
usm.i の転送速度となりますので、 
最大1 2 Mbps 彈論僧の速度でし力、転 
送できません。 

IEEE 1 394で接続すれば、八ードディ 
スクカ《2つ認識^され、本製品の全容量 
を使用できます。また、転送^も最 
大400 Mbps 彈論僧となります。 



MacOS 9.1 〜 9.2.2 をお使いの場合、および RAID を構築しない場合は、ステップ4へ 
進んでください。 

手順3、およびステップ3は、 RAID を構築ずるための手順でず。 RAD を構築しない場合は必要ありません。 


Mac OS X 10.2 .8 が降では、ユーティリティ CD の [ Mac ] フォルダ 
( Intel 社製 CPU 搭載 Macintosh をお使いの場合は、 [ Macintel ] フォ 
ルダ）にある 「 RaidSe な ing . dmgj をダブルクリックしまず。 
デスクトップに追加された □ ( RaidSetting ) のなかのファイルを全 
てデスクトップに コピーし まず。 コピーが 完了したら、 □ 
( RaidSetting ) をゴミ箱にドラッグアンドドロップしてください。 

が上で接続とユーテイリテイのインス!-ールは完了でず。 


( 1 ) 





























































































































• RAID を構築ずると、本製品に記録されたデータは全て消去されまず。事前にバックアップ 
を作成してください。 

参 MacOSX 10.2 .8 が降で RAID 1 モードやスパニングモードを使用している場合は、いつ 
たん通常モードにして八ードディスクを1台づつ初期化ずる必要がありまず。 

八ードディスクを1台づつ初期化しないと、モードを変更したときにリビルドが始まるこ 
とがあります。リビルドが始まったときは、リビルドが終了するまでお待ちください。リ 
ビルドが終了してから Mac OS 拡張形式で初期化すれば、通常通り使用できます。 

• AUTO 電源機能切替スイッチを 「MANUALj (出荷時設定）に設定してください。 

「 AUTOj の場合、 RAID 構築中に本製品の電源が OFF になり、 RAID を構築できないこと 
がありまず。 

•が下の手順は、 Windows 2000の画面を例に説明していまず。画面は、お使いの OS によ 
つて異なることがありまず。 

V_ y 

RAID 設定ユーティリティを起動しまず。 

Windows の場合は、[スタート]- [ (すべての）プログラム]- [ BUFFALO ]-[ HD - WIU 2] 
- [ RAID 設定ユーティリティ]を選択します。 

Mac OS をお使いの場合は、デスクトップに〕ピーした 「 RaidSetting 」 をダブルクリッ 
クします。 

[ RAID 設定]をクリックし、[ディスク構成の変更]をクリックしまず。 


[ RAID 設定]—[ディスク構成の変 
要]を選択しまず。 


構築ずる RAID を選択し、 [0 K ] をクリックしてください。 




①構築ずる RAID を選択しまず。 


② [ OK ] をクリックしまず。 


「ディスク構成を変更ずると、ディスク内のデータは消去されまず。よ 
ろしいでずか？ J と表示されたら、[はい]をクリックしまず。 

「変更先ドライブの中のデータを再度確認してください。変更してよろ 
しいでずか？ J と表されたら、[はい]をクリックしまず。 

RAID の構築が始まります。 

© 「 RAID 構成を変更しました。 J と表されたら、 [0 K ] または[了解]をク 
リックしまず。 

が上で RAID の構築は完了でず。 



正しく動作しているか確認ずる 


本製品が正常に動作しているか確認しまず。 

が下の手順で、本製品が正常に動作しているか確認してください。 

■Windows Vista/XP/Server 2003 

[スタート]-[マイコンピユータ（コンピユータ） ] の順にクリックします。 
「八ードディスクドライブ」にアイコン ( HD-WIU2) またはアイコン 
(HD-WIU2) が追加されていることを確認してください。 

■Windows 2000 /Me/98SE/98 

デスクトップの[マイコンピユータ]をダブルクリックします。マイコンピユー 
夕にアイコン ( S HD-WIU2) 力 《 追加されていることを確認してください。 


■ Mac OS 

デスクトップに本製品のアイコン （ B ) が追加されていることを確認して 
ください。追加されていない場合は、本製品の電源を OFF にした後、再度 ON 
にしてくださし、。 

確認後、本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください。 


Windows Me /98 SE /98 、Mac OS 9.1 〜 9.2.2 をお使いの場合、および RAID を設定してい 
ない場合や通常モードに設定した場合、本製品のアイコンが2つ追加されまず。 


Windows Vis ね/ XP / 2000 / Server 2003をお使いの方へ 

本製品を NTFS 形式でフォーマットすることをお勧めします （Windows Server 2003の場合は、必ずフォー 
マットしてください）。本製品は、 FAT 32 形式でフォーマットされていまずのでそのままお使いになれまずが、 
4 GB が上のファイルを保存ずることができません。右上に記載の 「 DVD 作成やキヤプチヤを行ラ方へ J の手 j 頃 
で、本製品を NTFS 形式でフォーマットずれば、 4 GB が上のファイルも保存できるよラになります。 

Mac OS をお使いの方へ 

必ず本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください。そのままご使用になった場合、ファイル名に2バイト 
コード文字住角文字)を使用ずるとパソコンが停止したり、ファイルが正常にコピーできないことがありまず。 
初期化の方法は、付属の CD に収録されている「画面で見るマニュアル J を参照してください。 

XMac OS 9.1 〜 9.2.2 で USB 接続した方へ 

本製品のアイコン （. が1つしか追加されません。そのままご使用になった場合、本製品全体の半分の容 
量しか使用できません（例： HD - W 800 IU 2/ R 1 の場合、400 GB しか使用できません）。 IEEE 1 394で接続しな 
おずと、アイコンが2つ認識され本製品の全容量を使用できるようになります。 


DVD 作成やキヤプチヤを巧5方へ 

(Windows Vista/XP/ 2000 /Server 2003 のみ ) 


Windows Vista / XP / 2000 /Server 2003をお使いの場合、 NTFS 形式でフォーマット 
ずることをお勧めしまず。 そのままお使いになることもできますが、 4 G 目が上のファイ 
ルを保存できません。 NTFS 形式でフォーマットすると、 4 G 目が上のファイルも保存で 
きるようになります。本製品のアイコンが2つ認識されている場合は、2つともフォー 
マットを行ってください。 

※フォーマツトずるディスクのデータは消去されまず。 


※が下は WindowsXP の画面を使って説明していまず。お使いの OS によって画面が異 
なることがありまず。 



マイコンピュータ （Windows Vista の場合はコンピュータ）にある 
本製品のアイコンを右クリックし、フォーマットを選択しまず。 

《Windows Vista をお使いの場合、「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら 
[続行]をクリックします。 



①ファイルシステムに 「 NTFSj を 
選択しまず。 


②「クイックフォーマット J にチェ 
ックマーク （✓) を付けまず。 


③「開始 J をクリックしまず, 



「 OKj をクリックしまず, 


「フォーマットが完了しました。 J と表されたら、 [ OK ] をクリック 
しまず。 

が上でフォーマツトは完了でず。 


•本製品が正常に認識されない場合は、が下のことを確認してください。 

-本製品の電源は ON になっているか。 

- US 巨ケーブルや IEEE 1394 ケーブル、電源ケーブルは正しく接続されているか。 

-別のポートで認識ずるか確認してください。 

•本製品をパソコンから取り外ずときは、画面で見るマニュアルの「本製品の取り 
外し J に記載の手順で行ってください。 


RAID 1モードでの復旧【リビルド）方法 

(Windows Vista/XP/ 2000 /Server 2003、 Mac OS X 10.2.8 が降のみ ) 


RAIDl モードでお使いの場合、本製品に内蔵された八ードディスクカリ台故障しても元の状態 
に復旧（リビルド）することができます。 

元の状態に復旧するときは、が下の手順を行ってください。 


意 


•八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアルの「メンテナンス J の「八ードディスク 
の交換 J で手順でおこなってください。また、画面で見るマニュアルに記載されているミま 
意を必ずお守りください。 

•交換ずる八ードディスクは、弊社製 HD - HFBS 2/3 G シリーズをお使いください。また、故 
障した八ードディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

参 AUTO 電源切替スイッチを 「MANUALj (出荷時設定）にしてください。 「 AUTOj に 
していると、本製品の電源スイッチを ON にしても復旧が行われません。 

•データの復旧には、100 GB あたり2〜3時間かかりまず。例えば、 HD - W 500 IU 2/ R 1 の場 
合だと、10〜15時間かかりまず。 

♦スパ ニン グモードや通常モードでお使いの場合はデータを復旧できません。 

スパ ニン グモードや通常モードでは、データを復旧することができません。スパ ニン グモ 
ードの場合、1台でも八ードディスクが故障すると本製品全てのデータが読み出せなくなり 
ます。通常モードの場合は、故障した八ードディスクのデータが読み出せなくなります。 

\- J 



八ードディスクを交換しまず。 

画面で見るマニュアルの「メンテナンス」の「八ードディスクの交換」を参照して交換 
してくたさい。 

パソコンに接続していないことを確認し、本製品の電源を ON にしまず。 

Disk ランプが赤色に点滅し、 RAID の再構築が始まります。 Disk ランプが消灯するまでお 
待ちください。 

Disk ランプが消灯したら、本製品をパソコンに接続しまず。 

本製品が認識され、元と同じ状態で使用できます。 

が上で完了でず。 


( 2 ) 


全 OS 共通の情報 


パツケージ内容 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、 
製品形状はイラストと異なる場合があります。 


□八ードディスク(本製品) . 1台 


<前面> 


く背面> 



電源う、/プ 

電源 ON 時：緑色点灯 


Disk ランプ 

本製品に内蔵された八ードデ 
ィスクの状態を表示します。 
上がディスク1、下がディス 
ク2の状態を示しています。 
アクセス時：緑色点滅 
エラー時：赤色点灯 
リビルド中：赤色点滅 


□接続ケーブル 


忙 EE 1394 ポート 
(4 ピン） 

IEEE 1394ポート 
(6 ピン） 

USB ポ ー h 


AUTO 電源機能 
切替スイッチ 

パソコンの電源に 
連動して本製品の電源を 
ON / OFF できます。詳しく 
は、画面で見るマニュアル 
を参照してください。 


電源スイツチ 



フレーム グランド 

別途ァース線を用意し、 
接続してくたさい。 


種類 

コネクタ形が 

数量 

USB ヶーブル dm ) 

|| |1 固 

1 

IEEE ! 394ケ—ブ V レ （6 ピン^一4ピン、 400 Mbps 、 Im ) 

固 

1 


□電源ケーブル . 1本面はじめにお読みください（本紙） . 1枚 

□ユーテイソテイ CD . 1 枚 DSecureLock +Gurad で暗号化しよラ"" 1 枚 


※本製品を捆包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が印刷されて 
います。本製品の修理をご依頼いただく場合に必要となりますので、大切に保管してください。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 


付属ソフトについて 【 Windows のみ) 


Windows Server 2003 や Macintosh をお使いの場合、付属ソフトを使用できま 
せん。付属ソフトは、 Windows Vista / XP / 2000 / Me /98 SE /98 用でず。 


本製品には Windows Vista / XP / 2000 / Me /98 SE /98 用の便利なソフトが付属しています。 
ソフトの詳細は「付属ソフトの概要/お問合せ」を参照してください。「付属ソフトの概要/ 
お問合せ」は、「画面で見るマニュアルについて」の手順で表示できます。 

ソフトによっては、インストール時にプロダクトキーが必要となります。プロダクトキー 
は、ユーティリティ CD に記載されていますので、ソフトのインス!ルを行う前にが下のス 
ぺースに記載してください。 


广プロダクトキー記入 欄- 

ユーテイリテイ CD に記載されているプロダクトキーをここに書き写してくださし、。 


画面で見るマニュアルについて ^ 


画面で見るマニュアルには、本製品の取り外しかたや Q & A 、 付属ソフトの概要など本紙に記 
載されていないことが記載されています。本紙とあわせて必ずお読みください。画面で見る 
マニュアルは、が下の手順で表示できます。 

■Windows 


»障かなと思ったら(ランプ-ブザーの確認) 


本製品には、異常が発生した場合にブザーや Disk ランプで状態を表示する機能があります。 
故障かなと思ったときは、ブザーや Disk ランプの確認をしてください。 



Disk ランプの状態 

ブザー音 

本製品の状態 

- 

つ一.つ一 .ブー 
(繰り返し鳴る） 

背面のフアンが停止していまず。本製品の電源を OFF に 
して、フアンにほこりがたまっていないか確認してくだ 
さい。ほこりを取り除いても解決しない場合は、フアン 
が故障している可能性がありまず。弊社サポートセン 
ターへご連絡ください。 

- 

ブ- 

(連続して鳴り続ける） 

八ードディスクが非常に高温となっています。背面の 
フアンが回転しているか確認してください。 

フアンが回転していない場合は、本製品の電源を OFF に 
して、フアンにほこりがたまっていないか確認してくだ 
さい。ほこりを取り除いても解決しない場合は、フアン 
が故障している可能性がありまず。弊社サポートセン 
夕 _へマ、 連終くド方し、 

フアンが回転している場合は、八ードディスクが故障し 
ている可能性があります。 Disk ランプを確認し、八一 
ドディスクの状態を確認してください。 

Diskl または 
Disk 2 が赤色点灯 

ブー 

(約3秒鳴って停止） 

点灯したランプの八ードディスクに異常があります。本 
製品内蔵の八ードディスクを交換してください。交換し 
ても解決しない場合は、八ードディスクが正しく接続さ 
れているか確認してください。 

Diskl または 
Disk 2 が赤色点滅 

- 

リビルド（元の状態へ復旧）中でず。 RAID 1 モードで 
八ードディスクを交換した場合にこの状態となります。 
絶対に電源を OFF にしないでください。本製品内部で 
データの移動を行っています。電源を OFF にすると、本 
製品が故障したり、データが破損-消失する恐れがあり 
ます。リビルド中でもパソコンに接続して使用できます 
が、データ転送速度が遅くなります。 

リビルドの時間は、 100 GB あたり2〜3時間かかります 
(本製品をパソコンに接続していない場合の目安です。 
例： HD - W 500 IU 2/ R 1 の場合、10〜15時間）。 

Disk ! と Disk 2 力、' 
どちらも赤色点灯 

- 

交換した八ードディスクが交換前の八ードディスクより 
も容量が少ないときの状態でず。 RAID ! モードで使用 
していた場合であってもリビルドは始まりません。交換 
した八ードディスクの容量を確認してください。 


八ードディスクを交換まれる方へ 

参八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアルの「メンテナンス J の「八ードディスク 
の交換 J の手順でおこなってください。また、画面で見るマニュアルに記載されているミま 
意を必ずお守りください。 

♦交換ずる八ードディスクには、弊社製 HD - HFBS 2/3 G シリーズをお使いください。また、 
故障した八ードディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

イ列： HD - W 日00 IU 2/ R 1 の場合、 HD - H 2 日 0 FBS 2/3 G (250 GB ) をお使し、くださし、。 



ユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

XDriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 DriveNavi . exe 」 をダ 
ブルクリックしてください。 

XWindows Vista の場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されることが 
あります。その場合は、[続行]をクリックしてください。 

[マニュアルを読む]をクリックしまず。 


表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックしまず。 

※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Acrobat Reader または Adobe 
Reader がインストールされている必要があります。 

Acrobat Reader、Adobe Reader は、 DriveNavigator の[マニュアルを読む]からイン 
ストールできます。 

《Windows 2000をお使いの場合 、 Internet Explorer 6.0が上がインストールされている 
必要があります 。 (Adobe Reader ) 

《Acrobat Reader、Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 

※画面上で見づらいときは、紙に巧刷してお読みください。 


■ Mac OS 

ユーティリティ CD 内、 [ Mac ] フォルダに収録されています。 

※マニュアルを読むには 、 Acrobat Reader または Adobe Reader がインストールされている必要が 
あります 。 Acrobat Reader は、が下の手順でインストールできます。 

① ユーティリティ CD の 「 Mac 」 フォルダにある 「 Acrobat . hqx 」 をダブルクリックします。 

② 展開した場所に作成される 「Acrobat Reader Installer 」 をダブルクリックします。 

《Acrobat Reader、Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 

※画面上で見づらいときは、紙に巧刷してお読みください。 


A 

注意 


本製品の紛失-盗難等には十分ごを意くだまい 

本製品の紛失-盗難-横領-詐取等により、第兰者に個人情報が漏えいずる恐れがあり 
まず。個人情報が第云者に漏えいしたために損害が生じた場合、弊社はその責任を負い 
かねまずのであらかじめご了承ください。 


パックアップをお勧めしまず 

万が一、本製品が故障したときに備え、バックアップを作成することをお勧めします。バックアッ 
プとは、他の八ードディスクなどに本製品のデータをコピーしておくことです。詳しくは、画面で 
見るマニュアルを参照してください。 

なお、本製品を RAID 1 モードでお使いの場合は、本製品内蔵の八ードディスクカ《1台故障しても 
データを復旧できますが、2台同時に故障した場合はデータを復旧できません。そのため、大切な 
データは、 RAID 1でお使いの場合であっても他の八ードディスクなどにバックアップを作成する 
ことをお勧めします。 

八ードディスクの破棄-譲渡-交換-修理時のを意 

「削除」や「フォーマット」した八ードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お 
客様が、廃棄•譲渡•交換•修理等を行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータが流出するとい 
うトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消去することが非常に重要となります。 

万一、お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、弊社はその責任を負いかね 
ますのであらかじめご了承ください。 

付属の Acronis DriveCleanser を使用してデータを完全に消去する力、、専門業者に完全消去作業を依 
頼することをおすすめします。 

詳しくは、 http :// buffalo . jp / support _ s / hddata.html をご覧 ください。 

※ソフトウェアを削除することなく八ードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセ 
ンス使用許諾契約違反になることがありますので、ごミ主意ください。 


( 3 ) 

































































































































































































